






























































[ 出典 ] Благов,Ю.Е.Корпоративная социальная ответственность. 





























のはコ－円卓会議（Caux Round Table）の声明（1994 年）である。
図２
 [ 出典 ] 宮坂純一『現代企業のモラル行動』千倉書房、1995 年、































































































立 51 年目にあたる 1988 年、《共生》を企業理念とし、世界中のステー
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利益追求を命じられている
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（1）良きこと（the Good）：会社のなかでＣＳＲが語られていること、







以下のように纏められる（Corporate Social Responsibility: The Good, the 














































































































































































































































































































































































 [ 出典 ] 宮坂純一『企業は倫理的になれるのか』晃洋書房、2003 年、
　　　　  74 頁を加筆修正。
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注（1）ロシアでは 2000 年がＣＳＲ元年である。宮坂純一『ロシア経営学
の新潮流』晃洋書房、2015 年参照。
（2）例えば、Tench.R., Sun,W. & Jones,B.（eds.）,Corporate Social 
Irresponsibility: A Challenging Concept （Critical Studies on 
Corporate Responsibility, Governance and Sustainability） , Emerald 





（4）Schwartz,M.S., Corporate Social Responsibility: An Ethical Approach , 





論文がシリーズで掲載された、“The Good Company: A Survey of 
Corporate Social Responsibility” , The Economist , January 22, 2005 及
び “Just Good Business: A Special Report on Corporate Social 
Responsibility” , The Economist , January 17, 2008 が最後に挙げられ
ている。
ＣＳＲ概念発達のランドマークと見做されている著作・論文
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